
  

活躍の現場から
多文化共生・国際交流の推進に向けて

 ─ 埼玉県県民生活部国際課

はじめに
埼玉県は 22 万人を超える外国人が生活しており、県

民のおよそ 33 人に１人が外国人です。外国人が共に地
域で生活することがごく当たり前になっていることから、
日本人住民と外国人住民のそれぞれが能力を発揮して活
躍できる「誰もが主役の多文化共生社会」の実現を目指
しています。

また、世界の人々と言語、宗教、文化の違いを認め合
い、相互理解と信頼を深めていくため、５つの国の州・
省と姉妹友好提携を行いさまざまな分野で交流を行うな
ど、積極的に国際交流を行っています。

このような取組を進める上で国際交流員（CIR）は欠
かせない存在であり、埼玉県国際課では、現在、２名を
任用しています。

埼玉県で活躍するCIR
こちらが当課 CIR のべサニー・レネー・パイユさんと

アニータ・リ・シェン・ラーンさんです。

べサニーさんはアメリカ出身で当課勤務３年目、ア
ニータさんはオーストラリア出身で当課勤務２年目です。
２人とも、県政出前講座の実施や庁内の翻訳・通訳業務、
外国語指導助手（ALT）の相談対応などの活動をしてい
ます。

本県の外国人住民数は全国第５位の水準で、今後も増
加が見込まれており、日本人住民と外国人住民が相互理
解を深めていくことが大切です。

２人は、CIR としての視点を生かした講座を通じて、
県民の多文化共生への意識づけの一翼を担っています。 
また、多言語での情報発信が求められることから、庁内
各課からのさまざまな分野での翻訳依頼に対応するため、
日々、制度の内容や難しい行政用語の勉強に励んでいま
す。さらに、やさしい日本語で情報発信をする際も、２
人は文案作成の段階から関わっており、外国人の視点か
ら改善点などを提案しています。
・県政出前講座

県政出前講座とは、県民の要請により職員が集会など
の場に出向いて、県政についての説明を行うものです。
2023 年度はやさしい日本語や多文化共生の地域づくり
をテーマに講座を行っており、公民館主催の市民講座や
小中学校、特別支援学校の授業などで利用されています。
CIR は、やさしい日本語の講座では、受講生にロールプ
レイを通じて外国人にとって難しい日本語や伝わりやす
い言い換えを教え、多文化共生の地域づくりの講座では、
児童・生徒などに外国の遊びや文化を音楽や映像を交え
て教えています。本講座は外国人ならではの視点や経験
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埼玉県国際課の CIR（左がべサニーさん、右がアニータさん）

県政出前講座



が活かされており好評で、2023 年度は 21 回実施しま
した。
・埼玉県語学指導助手受入れ活用連絡協議会

本県では、JET プログラムにより県内任用団体に配置
される ALT の受け入れ、活用を円滑に行うとともに、地
域レベルでの国際友好親善交流を促進することを目的と
して、県および県内任用団体で構成される埼玉県語学指
導助手受入れ活用連絡協議会（通称：JET 協議会）を設
置しています。

本協議会では、CIR が県職員と協力し、ALT を対象と
して、職務・生活面で必要な情報や日本文化に触れる機
会を提供するためのオリエンテーションや、埼玉県の文
化や特色について学ぶために文化体験施設などを訪問す
る実地研修などを実施しています。

また、2023 年度には、（公財）埼玉県国際交流協会主
催の国際交流イベントである「国際フェア」が４年ぶり
に開催され、ALT ２名の協力を受け本協議会もブースを
出展しました。

当日は、協力いただいた ALT の出身国であるオースト
ラリア、ニュージーランドに関するカードゲームを実施
し、多くの来場者にご参加いただき、交流を楽しんでい
ただきました。
・世界各国との交流

埼玉県では、姉妹友好提携を結んでいる５つの州省 
（メキシコ・メキシコ州、中国・山西省、オーストラリ 
ア・クイーンズランド州、アメリカ・オハイオ州、ドイ
ツ・ブランデンブルグ州）との交流を中心に、世界各国
との国際交流を推進しています。

CIR は、各国の要人などへの書簡や大使館、州政府関
係者らとの会議・打ち合わせなどの連絡・調整にかかる
通訳・翻訳業務を行っています。

各国関係者との連絡・調整においては、単なる言語の
通訳・翻訳だけでなく、相手国との文化や慣習の違いを
踏まえてどのようにコミュニケーションをするべきかに
ついても CIR から意見をもらっています。

また、クイーンズランド州、オハイオ州との交流事業
の一環である奨学生派遣事業においては、応募者の英語
力を評価する面接官の役割を担っており、学習や生活に
必要な語学力の審査を行っています。

おわりに
CIR の活躍は、本県の多文化共生や国際交流を推進す

る上で、大きな力となっています。今後も、日本人住民
と外国人住民、そして埼玉県と世界の懸け橋として、活
躍してもらいたいと思います。
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ALT 向けオリエンテーションでの講義

「国際フェア」での JET 協議会ブース出展

文化体験施設実地研修（和紙作り体験）


